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本日の発表者：WWL・UNESCO委員会 委員長 北原隆志   

SOLA 2023
の取り組み



ＳＤＧｓ達成に必要なもの： 多様性と協働
→オリンピック

ＳＤＧｓ達成のカギとなる学問：リベラルアーツ
ＳＯＬＡ ： 「空」のように世界を一つに繋げる

WWLにおける国際高校生会議



イベント名と開催日以外の全てを生徒が
企画し、運営する、中高生による中高生
のための国際イベント

学びのオリンピック
ＳＯＬＡ

種目の企画考案・選択・運営

ポスター・ロゴ・ウェブサイトの作成

要綱の作成・事前準備・広報活動

当日の進行・事後のまとめ



教員の課題 → 人手不足 ＋ 資金不足
生徒の課題 → 引継ぎ ＋ 対面再開

どう継続するかが課題



・校務分掌への明記
・クラブ活動、探究活動とのリンク
新しいものをせず、今あるものとつなげる
・資金獲得と協力者

教員間の対応

教員の役割の最小化



・引継ぎの徹底（実行委員会は複学年構成）
・中学生も種目実施責任者
・広報活動の難しさ SNS対応
・海外への呼びかけ
・実行委員会設立の早期化

生徒の対応

システムの整理とマニュアル化



実際の準備状況

１月 ２月 ３月

生徒 運営説明会 実行委員会発足

種目説明会

教員 実施表明 校務発表 アカウント設定

４月 ５月 ６月

生徒 種目申請 HP公開 広報活動

ポスター公募 告知開始（SNS） 実施プラン作成

スタッフ募集 予算申請

教員 顧問決定 告知開始（メール） 告知
HP確認 協力者探し 予算確定

要項確認 GC設定（情報共有）



７月 ８月 ９月

生徒 機材確認 リハーサル アンケート実施

参加者確認 映像準備 表彰状作成

最終打ち合わせ 本番 報告書作成
SLACK等準備 御礼

教員 ZOOM設定 リハーサル アンケート実施

謝礼確認 報告書作成

本番前後

１０月 １１月 １２月

生徒 表彰対象確認 表彰状送付 表彰状送付

教員 振り返り



今年度の大会種目数は13！



参加国数：１１ヶ国

中国、ベトナム、マレーシア、ブラジル、

フィリピン、インドネシア、タイ、カナダ、ドイツ、

シンガポール、日本
参加校数：９４校(国内６３校、海外３１校）
参加学生数：出場者３６３名＋運営１５７名＝５２０名

学びのオリンピック SOLA 2023 



13団体と41名のゲストの協力
協力団体：

CAT LIVING、Ethicalya、High School Parliamentary Debate Union of Japan、Knovva Academy、iaeグローバルジャパン株式会社、
一般社団法人パーラメンタリーディベート人材育成協会、エイムネクスト株式会社、えしかる屋、株式会社オールアバウト、渋谷区 

環境政策部 環境整備課 きれいなまちづくり係、株式会社トモノカイ、日本ユニセフ協会、有限責任あずさ監査法人、他

ゲスト：

池田碧月（一橋大学ディベート部）、岩井玲子（愛知県立半田高等学校教諭）、宇佐美誠（京都大学大学院地球環境学堂教授）、大
賀哲（九州大学教員）、鴨志田智也（日本ユネスコ協会連盟）、北田瑞希(九州大学ディベート部OG、PDA）、鈴木エリン（翔凜高
等学校教諭）、須田智之（筑波大学附属駒場中・高等学校教諭）、吉川哲士（岩波書店 編集者）、Abdul Wassay（Government 

College, Lahore）、Adya Mishra（University of Delhi 学生）、Austin Kelachukwu（Federal University Of Technology, Owerri 学生）、
Ayan Adil（Forman Christian College 学生）、Ayodele Bolaji（University of Ilorin 学生）、Ayodele Samuel（Team Nigeria WSDC アシ
スタントコーチ）、Dominic Stanley-Marcus（Rivers State University 教授）、Esther Ayodele（KWASU）、Esther Olamide Olayinka

（University of Ilorin 学生）、Francis Revilla（Varsity Member, San Beda Debate Society）、Gin Nguyen（Co-Advisor at The 

Colosseum）、Huynh Lam Minh Tam （University of Ilorin Debate Club コーチ）、Julia Garcia Braga dos Reis、Kimberly Lopez（La 

salle debate society, Varsity Member）、Madhav Arora（Sri Guru Gobind Singh College of Commerce）、Matthew Godslove（Rivers 

State University Debate Society 指導者）、Melvin Lai（東洋英和女学院教論）、Mianheng Wang（Beijing national day school）、
Nguyen Van Le Huy（Luminious Debate Symposium）、Olamilekan Oderanti（University of Ilorin 学生）、Oloruntoyin 

Muhammadbaqir Akorede、Opeyemi Gideon、Owolabi Victor Oluwatobi（University of Ilorin コーチ）、Peace John-Kalio（University 

of Ilorin）、Phạm Thúy An（Thai Binh Gifted High School）、Reymund Santander（Bicol University Debate Society）、Rovelyn 

Generalao（Polytechnic University of the Philippines）、Simran Nischal（GGS Debating Society）、Tammie Huynh（VNU High School 

for the Gifted 学生）、Vani Bhardwaj（Dr Ram Manohar Lohiya National Law University 学生）、Vivek Raj（University of Delhi）、
Wong E Jeh（Raffles Institution 学生）、Zivile Bandla（Vice Chairperson of the Values and Strategies Subcommittee）、他



参加生徒へのアンケート結果

参加者満足度：
大変満足 65.8％
満足 23.3％
まあ満足 11.0％

全員が「参加して
良かった」と回答



参加生徒への影響



参加生徒の自由コメントより

●一つの物事を、自分自身、他の人たちの考え方など踏まえて、何度も深く考
えることができました。

●とても楽しく、新しいことに挑戦でき、学べました。

●全く違う地域に住む皆さんと交流できて、とても楽しかったです。

●普段では考えない事について深く考え、他学年、他学校の方々と考えを共有、
議論することができ、見聞を深めることが出来た。

●またこの活動を続けて多くの人に知ってもらいたいと思いました。

●I was very surprised that students organized SOLA 2023. Because I 

assumed that teachers organized this event. I don't have confidence in 

English. But I enjoyed this event because of your clear description.



参加生徒への影響

 SDGs17のゴール
  全てに関して
  意識の向上に成功
第１位 つくる責任 つかう責任
第２位 気候変動に具体的な対策を
第３位 質の高い教育をみんなに
第４位 貧困をなくそう
第５位 住み続けられるまちづくりを

  
今回は特にこの５つについて

多くのの参加者が「意識が高まっ
た」と回答



開催日案 11月10日（日）

海外校からは、「参加しやすい！」との声

国内校は？ 修学旅行？

SOLA 2024 開催決定



SDGs達成を担う
次世代地球市民の育成

多様性と自分事を大切にする
機会を提供させていただきます。

SOLA 2024へのご参加
よろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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